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1. セミナーテーマと事例発表テーマ
1. セミナーテーマ
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2-2 『研究論文集』
『研究論文集』- 教育系・文系の九州地区国立大学間連携論文集 -
The Joint Journal of Academic Papers issued by the Faculties of
Education and Humanities of the National Universities in Kyushu.
2008- 年2回 ISSN:1882-8728   http://wwwsoc.nii.ac.jp/ecrk/
目次情報のみ 論文本体は各大学の機関リポジトリに
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2-4 編集・発信のプロセス
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2-5 多様なアクセス
(2) 検索エンジン (3) リポジトリ論文集
大学紀要等に掲載
された論文（Ａ１）
リ ポ ジ ト リ 論 文 集 で の
査読・修正後の論文(Ａ２)
(1) 各大学のリポジトリ




















A Hint from Tom Jones; Byron’s Versatile Adaptation of Epic Genre in Don 
Juan
Byronic Ruskin: from Poetry to Architecture
Impact of Formal and Informal Institutions in Land Tenure and Agricultural 
Productivity: The Case of Sri Lanka























































































































































































































































収 集 整 理 備える 提 供
情報処理・情報提供システムの整備,   必要な専門的職員等, 
適当な規模の施設設備等,    他の大学図書館等と協力
教 育 研 究 社会貢献
収 集 整 理 保 存 提 供
学内規則
( 大学固有の機能 )        
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4-3 大学出版会と図書館・機関リポジトリ









－ 出版会設立の目的である各教員の研究成果の発表のほか， 教科書の刊行， 学生や職員以外にも門戸を拡げた出版物
の刊行ソースの拡大を目指す。－ 各学部で発行している学術雑誌などの定期刊行物について， 積極的に出版会からの
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おわりに
1. 大学図書館は、大学の目的を実現するための手段のひとつである。
2. 大学図書館は、学術情報流通のための最も有効な手段である。
3. 大学は学術情報を生産し、大学図書館はその流通を高める。
4. 大学図書館は、成長する（変容する）有機体である。
大学は社会を変える(社会貢献)ために自ら変わり、
大学図書館はそのための学術情報流通を変えるために自ら変わる。
5. 大学図書館は、成長し続けるために他の図書館と協力する。
(総合目録、相互利用、新たな協力)
